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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】 
 平成22年５月13日に提出いたしました第106期第３四半期（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日）四半期報告書の記載
事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、四半期報告書の訂正報告書を提出いたします。 

  

２【訂正事項】 
第一部 企業情報 
第５ 経理の状況 
１ 四半期連結財務諸表 
四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 
注記事項 
（セグメント情報） 
事業の種類別セグメント情報 
所在地別セグメント情報 

  

３【訂正箇所】 
 訂正箇所は＿＿＿線で示しております。 
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第一部【企業情報】 
第５【経理の状況】 
１【四半期連結財務諸表】 
【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  （訂正前） 

 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成22年３月31日） 

１．連結の範囲に関する事項
の変更 

(1）連結範囲の変更 
 第１四半期連結会計期間より、ULVAC 
AUTOMATION TAIWAN INC.及びULVAC 
Materials Korea,Ltd.は重要性が増した
ため、連結の範囲に含めております。 

  (2）変更後の連結子会社の数 
  37社 
２．連結子会社の事業年度等
に関する事項の変更 

 第１四半期連結会計期間において、連結
子会社のうちアルバックマテリアル㈱、㈱
アルバック・コーポレートセンターについ
ては、決算日を３月31日から６月30日に変
更しております。これらの変更による影響
額につき、四半期連結損益計算書において
は、平成21年７月１日から平成22年３月31
日の９ヶ月分を反映しております。また、
平成21年４月１日から６月30日の３ヶ月分
の純資産の変動については、四半期連結貸
借対照表の「利益剰余金」に反映し、四半
期連結キャッシュ・フロー計算書では、同
期間に係る現金及び現金同等物の減少額を
「連結子会社の決算期変更に伴う現金及び
現金同等物の減少額」として表示しており
ます。 

３．会計処理基準に関する事
項の変更 

売上高及び売上原価の計上基準の変更 
 製造装置の受注生産に係る収益の計上基
準については、従来、主として検収基準を
適用しておりましたが、「工事契約に関す
る会計基準」（企業会計基準第15号 平成
19年12月27日）及び「工事契約に関する会
計基準の適用指針」（企業会計基準適用指
針第18号 平成19年12月27日）を第１四半
期連結会計期間より適用し、第１四半期連
結会計期間に着手した契約から、当第３四
半期連結会計期間末までの進捗部分につい
て成果の確実性が認められる契約について
は工事進行基準（工事の進捗率の見積りは
原価比例法）を、その他の契約については
工事完成基準を適用しております。 
 これにより、売上高は25,039百万円増加
し、営業利益、経常利益及び税金等調整前
四半期純利益は、それぞれ2,936百万円増
加しております。 
 なお、セグメント情報に与える影響は、
当該箇所に記載しております。 
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  （訂正後） 

 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年７月１日 
至 平成22年３月31日） 

１．連結の範囲に関する事項
の変更 

(1）連結範囲の変更 
 第１四半期連結会計期間より、ULVAC 
AUTOMATION TAIWAN INC.及びULVAC 
Materials Korea,Ltd.は重要性が増した
ため、連結の範囲に含めております。 

  (2）変更後の連結子会社の数 

  37社 

２．連結子会社の事業年度等
に関する事項の変更 

 第１四半期連結会計期間において、連結
子会社のうちアルバックマテリアル㈱、㈱
アルバック・コーポレートセンターについ
ては、決算日を３月31日から６月30日に変
更しております。これらの変更による影響
額につき、四半期連結損益計算書において
は、平成21年７月１日から平成22年３月31
日の９ヶ月分を反映しております。また、
平成21年４月１日から６月30日の３ヶ月分
の純資産の変動については、四半期連結貸
借対照表の「利益剰余金」に反映し、四半
期連結キャッシュ・フロー計算書では、同
期間に係る現金及び現金同等物の減少額を
「連結子会社の決算期変更に伴う現金及び
現金同等物の減少額」として表示しており
ます。 

３．会計処理基準に関する事
項の変更 

売上高及び売上原価の計上基準の変更 
 製造装置の受注生産に係る収益の計上基
準については、従来、主として検収基準を
適用しておりましたが、「工事契約に関す
る会計基準」（企業会計基準第15号 平成
19年12月27日）及び「工事契約に関する会
計基準の適用指針」（企業会計基準適用指
針第18号 平成19年12月27日）を第１四半
期連結会計期間より適用し、第１四半期連
結会計期間に着手した契約から、当第３四
半期連結会計期間末までの進捗部分につい
て成果の確実性が認められる契約について
は工事進行基準（工事の進捗率の見積りは
原価比例法）を、その他の契約については
工事完成基準を適用しております。 
 これにより、売上高は25,255百万円増加
し、営業利益、経常利益及び税金等調整前
四半期純利益は、それぞれ5,971百万円増
加しております。 
 なお、セグメント情報に与える影響は、
当該箇所に記載しております。 
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【注記事項】 
（セグメント情報） 
【事業の種類別セグメント情報】 

  （訂正前） 

  

  

  
 

  

前第３四半期連結会計期間 （自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

真空関連事業 
（百万円） 

その他の事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 28,364 10,584 38,948 － 38,948 

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 1,066 1,440 2,505 (2,505) － 

計 29,430 12,023 41,453 (2,505) 38,948 

営業利益（又は営業損失
（△）） △2,025 △808 △2,833 197 △2,636 

  

当第３四半期連結会計期間 （自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

真空機器事業 
（百万円） 

真空応用事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 47,144 11,024 58,168 － 58,168 

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 92 998 1,090 (1,090) － 

計 47,236 12,022 59,258 (1,090) 58,168 

営業利益（又は営業損失
（△）） 2,173 △149 2,024 268 2,293 

  

前第３四半期連結累計期間 （自 平成20年７月１日 至 平成21年３月31日） 

真空関連事業 
（百万円） 

その他の事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 111,452 35,605 147,057 － 147,057 

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 2,249 4,666 6,915 (6,915) － 

計 113,701 40,271 153,972 (6,915) 147,057 

営業利益（又は営業損失
（△）） 2,755 △1,961 794 336 1,130 
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 （注）１．事業区分の方法 
事業は、製造技術・使用用途の共通性を考慮して区分しております。 

２．各事業区分の主要製品 

３．セグメント名称の変更 
第１四半期連結会計期間より、事業の種類別セグメントの名称について、セグメントの事業内容を明らかにするため、
以下のとおり変更しております。 

４．会計処理の方法の変更 
当第３四半期連結累計期間 
（売上高及び売上原価の計上基準の変更） 
 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間よ
り、製造装置の受注生産に係る収益の計上基準については、従来、主として検収基準を適用しておりましたが、「工事
契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」
（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間
に着手した契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約については
工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工事完成基準を適用しております。 
 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、真空機器事業の売上高は25,039百万円、営業利益は2,936百万円
それぞれ増加しております。 

  
 

  

当第３四半期連結累計期間 （自 平成21年７月１日 至 平成22年３月31日） 

真空機器事業 
（百万円） 

真空応用事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 121,237 29,210 150,447 － 150,447 

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 296 2,555 2,851 (2,851) － 

計 121,533 31,765 153,298 (2,851) 150,447 

営業利益（又は営業損失
（△）） 1,970 △2,338 △368 650 282 

事業区分 主要製品 

真空機器事業 

スパッタリング装置、プラズマＣＶＤ装置、有機ＥＬ製造装置、真空蒸着装置、
エッチング装置、固体レーザーアニール装置、インクジェットプリンティング装
置、スクリーン印刷機、液晶滴下・真空貼り合せ装置、ＰＤＰ点灯試験器、太陽
電池製造装置、イオン注入装置、レジストストリッピング装置、メタルＣＶＤ装
置、減圧ＣＶＤ装置、ウェーハ前処理装置、ウェーハバンプ検査装置、真空ポン
プ、真空計、ヘリウムリークディテクタ、ガス分析計、表面形状測定装置、電
源、成膜コントローラ、真空部品、真空搬送ロボット／真空搬送コアシステム、
超高真空装置、ＭＯＣＶＤ装置、超高真空排気装置、ＭＢＥ装置、イオンビーム
応用装置、真空溶解炉、真空熱処理炉、真空焼結炉、真空巻取蒸着装置、蒸着重
合装置、真空ろう付炉、凍結真空乾燥装置、真空蒸留装置等、真空関連機器の販
売、改造、修理、オーバーホール、移設、部品・消耗品の販売 

真空応用事業 

スパッタリングターゲット材料、蒸着材料、チタン・タンタル加工品、高融点活
性金属、表面処理・精密洗浄、超微粒子、オージェ電子分光分析装置、Ｘ線光電
子分光分析装置、二次イオン質量分析装置、熱分析・熱物性測定装置、近赤外線
イメージ炉応用機器、各種産業機械駆動用制御装置、高電圧インバータ装置、電
源回生コンバータ装置、無停電電源装置、太陽光発電・電気自動車急速充電シス
テム 

  変更前セグメント名称 → 変更後セグメント名称

  「真空関連事業」 → 「真空機器事業」 

  「その他の事業」 → 「真空応用事業」 
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  （訂正後） 

  

  

  
 

  

前第３四半期連結会計期間 （自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

真空関連事業 
（百万円） 

その他の事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 28,364 10,584 38,948 － 38,948 

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 1,066 1,440 2,505 (2,505) － 

計 29,430 12,023 41,453 (2,505) 38,948 

営業利益（又は営業損失
（△）） △2,025 △808 △2,833 197 △2,636 

  

当第３四半期連結会計期間 （自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

真空機器事業 
（百万円） 

真空応用事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 47,144 11,024 58,168 － 58,168 

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 92 998 1,090 (1,090) － 

計 47,236 12,022 59,258 (1,090) 58,168 

営業利益（又は営業損失
（△）） 2,173 △149 2,024 268 2,293 

  

前第３四半期連結累計期間 （自 平成20年７月１日 至 平成21年３月31日） 

真空関連事業 
（百万円） 

その他の事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 111,452 35,605 147,057 － 147,057 

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 2,249 4,666 6,915 (6,915) － 

計 113,701 40,271 153,972 (6,915) 147,057 

営業利益（又は営業損失
（△）） 2,755 △1,961 794 336 1,130 
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 （注）１．事業区分の方法 
事業は、製造技術・使用用途の共通性を考慮して区分しております。 

２．各事業区分の主要製品 

３．セグメント名称の変更 
第１四半期連結会計期間より、事業の種類別セグメントの名称について、セグメントの事業内容を明らかにするため、
以下のとおり変更しております。 

４．会計処理の方法の変更 
当第３四半期連結累計期間 
（売上高及び売上原価の計上基準の変更） 
 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間よ
り、製造装置の受注生産に係る収益の計上基準については、従来、主として検収基準を適用しておりましたが、「工事
契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」
（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間
に着手した契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約については
工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工事完成基準を適用しております。 
 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、真空機器事業の売上高は25,255百万円、営業利益は5,971百万円
それぞれ増加しております。 

  
 

  

当第３四半期連結累計期間 （自 平成21年７月１日 至 平成22年３月31日） 

真空機器事業 
（百万円） 

真空応用事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 121,237 29,210 150,447 － 150,447 

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高 296 2,555 2,851 (2,851) － 

計 121,533 31,765 153,298 (2,851) 150,447 

営業利益（又は営業損失
（△）） 1,970 △2,338 △368 650 282 

事業区分 主要製品 

真空機器事業 

スパッタリング装置、プラズマＣＶＤ装置、有機ＥＬ製造装置、真空蒸着装置、
エッチング装置、固体レーザーアニール装置、インクジェットプリンティング装
置、スクリーン印刷機、液晶滴下・真空貼り合せ装置、ＰＤＰ点灯試験器、太陽
電池製造装置、イオン注入装置、レジストストリッピング装置、メタルＣＶＤ装
置、減圧ＣＶＤ装置、ウェーハ前処理装置、ウェーハバンプ検査装置、真空ポン
プ、真空計、ヘリウムリークディテクタ、ガス分析計、表面形状測定装置、電
源、成膜コントローラ、真空部品、真空搬送ロボット／真空搬送コアシステム、
超高真空装置、ＭＯＣＶＤ装置、超高真空排気装置、ＭＢＥ装置、イオンビーム
応用装置、真空溶解炉、真空熱処理炉、真空焼結炉、真空巻取蒸着装置、蒸着重
合装置、真空ろう付炉、凍結真空乾燥装置、真空蒸留装置等、真空関連機器の販
売、改造、修理、オーバーホール、移設、部品・消耗品の販売 

真空応用事業 

スパッタリングターゲット材料、蒸着材料、チタン・タンタル加工品、高融点活
性金属、表面処理・精密洗浄、超微粒子、オージェ電子分光分析装置、Ｘ線光電
子分光分析装置、二次イオン質量分析装置、熱分析・熱物性測定装置、近赤外線
イメージ炉応用機器、各種産業機械駆動用制御装置、高電圧インバータ装置、電
源回生コンバータ装置、無停電電源装置、太陽光発電・電気自動車急速充電シス
テム 

  変更前セグメント名称 → 変更後セグメント名称

  「真空関連事業」 → 「真空機器事業」 

  「その他の事業」 → 「真空応用事業」 
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【所在地別セグメント情報】 
  （訂正前） 

  

  

  
 

  

前第３四半期連結会計期間 （自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

北米 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売
上高 32,984 4,791 1,172 38,948 － 38,948 

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高 2,028 1,710 417 4,155 (4,155) － 

計 35,012 6,501 1,590 43,103 (4,155) 38,948 

営業利益（又は営業損失
（△）） △3,688 941 23 △2,725 88 △2,636 

  

当第３四半期連結会計期間 （自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

北米 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売
上高 43,532 13,253 1,383 58,168 － 58,168 

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高 4,471 2,030 498 6,999 (6,999) － 

計 48,003 15,283 1,881 65,167 (6,999) 58,168 

営業利益（又は営業損失
（△）） △216 1,616 △37 1,363 930 2,293 

  

前第３四半期連結累計期間 （自 平成20年７月１日 至 平成21年３月31日） 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

北米 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売
上高 119,059 24,784 3,214 147,057 － 147,057 

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高 13,317 5,951 1,080 20,348 (20,348) － 

計 132,375 30,735 4,295 167,405 (20,348) 147,057 

営業利益（又は営業損失
（△）） △3,049 3,695 26 672 458 1,130 
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 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 
２．各区分に属する主な国又は地域 
(1）アジア……中国・韓国・台湾・シンガポール 
(2）北米………アメリカ 

３．会計処理の方法の変更 
当第３四半期連結累計期間 
（売上高及び売上原価の計上基準の変更） 
 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間よ
り、製造装置の受注生産に係る収益の計上基準については、従来、主として検収基準を適用しておりましたが、「工事
契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」
（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間
に着手した契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約については
工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工事完成基準を適用しております。 
 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、日本の売上高は25,039百万円増加し、営業損失は2,936百万円減
少しております。 

  
 

  

当第３四半期連結累計期間 （自 平成21年７月１日 至 平成22年３月31日） 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

北米 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売
上高 122,674 25,381 2,392 150,447 － 150,447 

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高 12,004 5,059 1,105 18,167 (18,167) － 

計 134,677 30,440 3,497 168,614 (18,167) 150,447 

営業利益（又は営業損失
（△）） △4,384 3,460 △181 △1,105 1,387 282 
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  （訂正後） 

  

  

  
 

  

前第３四半期連結会計期間 （自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

北米 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売
上高 32,984 4,791 1,172 38,948 － 38,948 

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高 2,028 1,710 417 4,155 (4,155) － 

計 35,012 6,501 1,590 43,103 (4,155) 38,948 

営業利益（又は営業損失
（△）） △3,688 941 23 △2,725 88 △2,636 

  

当第３四半期連結会計期間 （自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

北米 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売
上高 43,532 13,253 1,383 58,168 － 58,168 

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高 4,471 2,030 498 6,999 (6,999) － 

計 48,003 15,283 1,881 65,167 (6,999) 58,168 

営業利益（又は営業損失
（△）） △216 1,616 △37 1,363 930 2,293 

  

前第３四半期連結累計期間 （自 平成20年７月１日 至 平成21年３月31日） 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

北米 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売
上高 119,059 24,784 3,214 147,057 － 147,057 

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高 13,317 5,951 1,080 20,348 (20,348) － 

計 132,375 30,735 4,295 167,405 (20,348) 147,057 

営業利益（又は営業損失
（△）） △3,049 3,695 26 672 458 1,130 
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 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 
２．各区分に属する主な国又は地域 
(1）アジア……中国・韓国・台湾・シンガポール 
(2）北米………アメリカ 

３．会計処理の方法の変更 
当第３四半期連結累計期間 
（売上高及び売上原価の計上基準の変更） 
 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間よ
り、製造装置の受注生産に係る収益の計上基準については、従来、主として検収基準を適用しておりましたが、「工事
契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」
（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間
に着手した契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約については
工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工事完成基準を適用しております。 
 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、日本の売上高は25,255百万円増加し、営業損失は5,971百万円減
少しております。 

  

  

当第３四半期連結累計期間 （自 平成21年７月１日 至 平成22年３月31日） 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

北米 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売
上高 122,674 25,381 2,392 150,447 － 150,447 

(2）セグメント間の内部
売上高又は振替高 12,004 5,059 1,105 18,167 (18,167) － 

計 134,677 30,440 3,497 168,614 (18,167) 150,447 

営業利益（又は営業損失
（△）） △4,384 3,460 △181 △1,105 1,387 282 
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